
 

４
月
２
日(

日)

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に
て
、
瑞
穂
町
消
防
団
入
退
団
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
各
分
団
総
勢
１００
名
及
び
退
団
者
代
表
5
名
と
、
ご
家

族
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

杉
浦
裕
之
町
長
よ
り
髙
橋
一
幸
団
長
が
第
21
代
瑞
穂
町
消
防
団
長
に
任
命

さ
れ
、
髙
橋
団
長
よ
り
団
員
へ
の
任
命
が
あ
り
、
瑞
穂
町
消
防
団
１７０
名
の
新

体
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
町
の
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
退
団
者

と
、
ご
家
族
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

終
わ
り
に
、
来
賓
、
団
員
の
出
席
者
全
員
で
舞
台
か
ら
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
で

の
長
い
列
を
作
り
、
花
道
を
通
る
退
団
者
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
新
体
制
と
な
っ
た
瑞
穂
町
消
防
団
で
、
改
め
て
町
の
安
全
・
安
心

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

今
後
も
訓
練
や
出
初
式
等
の
行
事
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
方
々
に

は
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
や

ご
観
覧
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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担
当 

本
部
） 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

                             

令
和
５
年
度
瑞
穂
町
消
防
団
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教
育
・
規
律
訓
練 

５
月
１３
日
（
土
）
第
４
分
団
の
詰
所
に
て
、
各
分
団
の
ポ
ン
プ
車
を
対
象
に
、

ポ
ン
プ
性
能
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
性
能
点
検
は
、
ポ
ン
プ
車
に
搭

載
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
プ
や
サ
イ
レ
ン
等
の
車
両
設
備
が
、
火
災
発
生
時
や
災
害
現

場
で
の
消
火
活
動
に
正
常
に
作
動
す
る
よ
う
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ン
プ

車
は
普
通
乗
用
車
と
同
様
、
安
全
に
走
行
す
る
た
め
の
車
検
を
行
い
、
そ
れ
に
加

え
、
災
害
現
場
で
の
消
火
活
動
を
は
じ
め
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大
規
模
災

害
発
生
時
の
救
助
や
警
戒
巡
視
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
機
械
設
備
の
点
検
を
行

い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
点
検
を
行
う
こ
と
で
、
ポ
ン
プ
車
と
し
て
の
性
能
を
十
分

に
発
揮
し
、
消
防
団
員
が
安
全
か
つ
迅
速
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

点
検
当
日
は
、
ポ
ン
プ
車
の
製
造
元
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
る
細
や
か
な
チ
ェ
ッ

ク
と
、
使
用
時
の
安
全
確
保
や
運
用
に
つ
い
て
も
指
導
を
受
け
ま
す
。
こ
う
し
た

点
検
の
も
と
、
訓
練
さ
れ
た
消
防
団
員
が
使
用
す
る
こ
と
で
、
確
か
な
性
能
を
発

揮
し
ま
す
。 

い
つ
火
災
等
の
災
害
が
発
生
し
て
も
現
場
で
即
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

訓
練
等
を
重
ね
て
対
応
力
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 
  

 
 
(

担
当 

１
分
団) 

 

                             

                             

 

ポ
ン
プ
性
能
点
検 

４
月
１６
日(

日)

元
狭
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
教
育
・
規
律
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
新
入
団
員
は
初
め
て
の
訓
練
と
な
り
、
消
防
団
活
動
に
お
け
る
基
礎
と
な
る

敬
礼
や
基
本
動
作
を
訓
練
し
ま
し
た
。 

訓
練
の
前
半
は
、
福
生
消
防
署
瑞
穂
出
張
所
の
井
上 

修
所
長
よ
り
、
火
災
時
に
お

け
る
体
制
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
火
災
が
起
こ
っ
た
ら
ど
の
よ

う
に
し
て
連
絡
が
来
て
出
動
ま
で
至
る
の
か
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

災
害
に
つ
い
て
は
、「
ど
ん
な
に
良
い
活
動
が
で
き
た
と
し
て
も
、
受
傷
者
が
出
て

し
ま
っ
た
ら
そ
の
活
動
は
失
敗
で
す
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

訓
練
後
半
は
、
団
歴
ご
と
に
会
場
・
内
容
を
分
け
て
規
律
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

３
期
以
上
の
団
員
に
つ
い
て
は
室
内
外
に
お
け
る
物
品
授
与
の
訓
練
を
行
い
、
そ

の
他
の
団
員
は
、
消
防
団
員
と
し
て
基
礎
と
な
る
敬
礼
な
ど
規
律
に
つ
い
て
福
生
消

防
署
員
の
方
々
か
ら
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
消
防
団
活
動
に
生
か
し
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
担
当 

５
分
団
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



                             

                             

第
２９

回
瑞
穂
町
ポ
ン
プ
操
法
審
査
会 

6
月
15
日
（
木
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ず
ほ
園
に
て
、
地
震
発
生
と
そ
の
後

の
建
物
火
災
を
想
定
し
た
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。 

み
ず
ほ
園
で
は
毎
年
、
消
防
演
習
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
中
止
や
規
模
縮
小
に
よ
り
、
消
防
団
の
参
加
は
4
年
ぶ
り

と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
演
習
に
は
、
み
ず
ほ
園
自
衛
消
防
隊
、
栗
原
町
町
内
会
、
瑞
学
園
、
福
生
消

防
署
、
瑞
穂
町
消
防
団
本
部
・
第
３
分
団
、
第
４
分
団
が
参
加
し
、
午
後
６
時
、
震

度
６
弱
の
強
い
地
震
が
発
生
、
み
ず
ほ
園
自
衛
消
防
隊
、
栗
原
町
町
内
会
員
、
瑞
学

園
職
員
に
よ
り
負
傷
者
の
救
助
、
搬
送
が
迅
速
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
火
災
発
生
の

通
報
に
よ
り
到
着
し
た
福
生
消
防
署
、
瑞
穂
町
消
防
団
本
部
、
第
３
分
団
、
第
４
分

団
が
み
ず
ほ
園
自
衛
消
防
隊
と
共
に
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
は
多
数
の
要
支
援
・
要
介
護
の
高
齢
者
が
い
る
た
め
、

み
ず
ほ
園
自
衛
消
防
隊
や
地
域
住
民
の
方
々
と
の
連
携
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
回
の
演
習
で
は
各
関
係
機
関
や
地
域
住
民
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
た
連
携

活
動
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
演
習
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、
地
域
住
民
の
方
々
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

３
分
団
） 

７
月
３０
日
（
日
）
第
２
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
第
２９
回
瑞
穂
町
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
前
の
前
回
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
に
な
り
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
審
査
会
は
、
消
防
団
員
が
、
消
防
用
機
械
器
具
の
取
り
扱
い
及
び
操
作

の
基
本
を
身
に
つ
け
、
火
災
防
御
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
各
分
団
か
ら
２
隊
（
合
計
１０
隊
）
が
編
成
さ
れ
、
操
作
の
正
確
さ
や

ス
ピ
ー
ド
を
競
い
合
い
ま
す
。
各
隊
、
約
３
カ
月
間
の
長
期
に
亘
っ
て
訓
練
を

重
ね
て
い
き
ま
し
た
。 

 

大
会
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

・
優
勝 

第
２
分
団 

 

・
準
優
勝 

第
３
分
団 

 

優
勝
し
た
第
２
分
団
は
東
京
都
大
会
（
１０
月
１４
日
）、
ま
た
準
優
勝
の
第
３

分
団
は
西
多
摩
大
会
（
９
月
１７
日
）
に
出
場
し
ま
し
た
。 

夜
間
の
訓
練
等
の
ご
理
解
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
担
当 

２
分
団
） 

  

み
ず
ほ
園
消
防
演
習 



 

瑞
穂
町
消
防
団
は
、
地
域
消
防
の
発
展
と
防
災
意
識
の
高
揚
に
尽
力
し
、
特
に

優
れ
た
業
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
東
京
都
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

東
京
都
で
は
都
民
の
生
活
と
文
化
の
向
上
に
特
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
表

彰
し
て
お
り
、
こ
の
度
、
瑞
穂
町
消
防
団
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

１０
月
２
日
（
月
）
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
五
階
大
会
議
場
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
は
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
か
ら
髙
橋
一
幸
団
長
へ
表
彰
旗
と
賞
状
の
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
典
後
、
髙
橋
団
長
が
、
杉
浦
裕
之
町
長
へ
受
賞
の
報
告
に
町
長
室
を
訪
問
し

ま
し
た
。 

                  

避
難
参
集 

 
 
 
 

テ
ン
ト
の
設
営 

 
 
 

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
営 

          

                  
 

９
月
３
日
（
日
）、
瑞
穂
町
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
が
起
き

た
場
合
、
災
害
情
報
の
収
集
、
被
害
状
況
の
把
握
、
避
難
所
の
開
設
、
住
民
の
避
難

誘
導
、
け
が
人
の
応
急
救
護
な
ど
、
行
う
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。 

防
災
訓
練
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
混
乱
し
な
い
た
め
、
実
践
的
な
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。 

災
害
は
、
予
期
で
き
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
あ
っ
た

場
合
を
想
定
し
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
も
、
災
害
時
に
危
険
が
想
定
さ
れ

る
場
所
は
な
い
か
、
ま
た
、
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
経
路
は
確
保
で
き
る

か
、
避
難
の
際
に
持
っ
て
い
く
物
は
何
か
な
ど
、
準
備
や
対
策
な
ど
の
備
え
を
行
う

こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
災
害
が
起
き
た
時
に
で
き
る
行
動
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 消

防
団
と
し
て
も
発
災
後
の
被
害
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
訓
練
を
実
施

し
、
備
え
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
担
当 

４
分
団
） 

東
京
都
功
労
者
表
彰
受
賞 

災
害
情
報
メ
ー
ル
配
信 

町
で
は
町
民
へ
災
害
や
火
災

が
発
生
し
た
時
に
メ
ー
ル
の 

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
の

Q

R

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
を

し
て
下
さ
い
。 

メールアドレス 

mizuho.saigai 

@mpme.jp 

広
報
誌
編
集
委
員 

本 

部 

浦
野 

純 

副
団
長
・
岩
永
泰
樹 

副
団
長 

一
分
団 

児
玉
洋
平 

部
長
・
清
水
久
央 

 

部
長 

二
分
団 

榎
本
竜
也 

部
長
・
山
田
太
一 

 

部
長 

三
分
団 

尾
作
真
一 

部
長
・
猪
俣
良
次 

 

部
長 

四
分
団 

濵
本
賢
吾 

部
長
・
鳥
海
茂
身 

 

部
長 

五
分
団 

関
根
大
介 

部
長
・
田
中
寿
幸 

 

部
長 

消
防
団
事
務
局
（
役
場 

安
全
・
安
心
課
内
） 

☎
０
４
２
（
５
５
７
）
７
６
１
０ 

瑞
穂
町
総
合
防
災
訓
練 



 

 

第
３
分
団
は
５
月
か
ら
操
法
訓
練
を
開
始
し
、
７
月

の
町
の
大
会
で
は
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
し
、
西

多
摩
大
会
ま
で
更
に
訓
練
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
約
５

カ
月
も
の
間
、
選
手
だ
け
で
な
く
分
団
長
を
中
心
に
選

手
を
支
え
る
団
員
も
操
法
に
真
剣
に
向
き
合
っ
た
結

果
、
分
団
と
し
て
の
結
束
力
や
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
事

務
局
で
あ
る
安
全
・
安
心
課
、
団
員
の
家
族
や
職
場
、

O

B
や
そ
の
他
関
係
者
の
方
々
に
は
、
長
期
間
に
わ
た

り
、
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
分
団
一
同
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
操
法
大
会
を
通
じ
て
得
た
知
識
や
技
術
を

地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
、
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

西多摩地区消防大会結果 優 勝 福生市消防団 

準優勝 羽村市消防団 

第３位 青梅市消防団 

西
多
摩
地
区
消
防
大
会 

 
 

 

 

令
和
５
年
９
月
１７
日
（
日
）
明
星
大
学
青
梅
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
第
３４
回
西
多
摩
地
区
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

は
西
多
摩
地
区
８
市
町
村
の
各
消
防
団
か
ら
代
表
隊
が
出
場

し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
５
隊
と
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
８
隊

に
よ
り
消
防
操
法
を
行
い
日
頃
の
訓
練
成
果
を
競
い
ま
し
た
。 

第
３
分
団
は
、
瑞
穂
町
の
代
表
と
し
て
出
場
し
、
残
念
な
が

ら
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
一
人
ひ
と

り
が
全
力
を
出
し
、
悔
い
の
残
ら
な
い
消
防
操
法
を
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

指揮者：金ケ江翔大 １番員：布施隆之 ２番員：川嶋優椰

３番員：内野翔太 ４番員：古川一仁 



東
京
都
消
防
操
法
大
会 

第
二
分
団 

準
優
勝 

令
和
５
年
１０
月
１４
日
（
土
）、
東
京
消
防
庁
消
防
学
校
（
渋
谷
区
）
で
、

第
51
回
東
京
都
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
会
は
各
地
区
か
ら
の
代
表
消
防
団
が
出
場
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

（
北
多
摩
５
団 
南
多
摩
１
団 

西
多
摩
２
団 

島
し
ょ
１
団
） 

今
回
、
瑞
穂
町
消
防
団
は
、
西
多
摩
地
区
の
代
表
と
し
て
、
町
の
ポ
ン
プ

操
法
審
査
会
で
優
勝
し
た
第
２
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。 

火
点
に
見
立
て
た
標
的
を
倒
す
ま
で
の
、
迅
速
な
行
動
、
確
実
な
動
作
が

重
点
的
に
審
査
さ
れ
ま
す
。 

 

第
２
分
団
は
、
町
の
大
会
を
終
え
た
後
も
、
約
３
カ
月
に
わ
た
っ
て
厳
し

い
訓
練
を
重
ね
、
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

訓
練
で
培
っ
た
消
防
技
術
を
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
ご
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
、 

ご
家
族
、
関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

大会結果 優 勝 大島町消防団 

準優勝 瑞穂町消防団 

第３位 三鷹市消防団・武蔵村山市消防団 

指揮者：長澤 豊 １番員：福嶋朋哉 ２番員：吉野廣英

３番員：三浦颯太 ４番員：會田安孝   


